
■欧州：2022年までに系統増強へ 1,040億ユーロの投資が必要に 

欧州送電系統運用者ネットワーク（ENTSO-E）は 2012年 7月 5日に発表した 10カ年系

統拡張計画において、2012年から 2022年の 10年間で約 52,000kmの送電系統の拡張が

必要であるとの見方を示した。費用は 1,040 億ユーロ（約 10 兆 1,000 億円）にのぼると

想定している。ENTSO-E によると、主に再生可能エネルギーの急増により、欧州大で約

100 件の主要プロジェクトに着手する必要性が出てきているが、煩雑で時間のかかる承認

手続きや送電線建設に対する住民の反対が大きなネックとなっていると指摘した。 

 


